
▼
東
伏
見
駅
は「
ち
ょ
こ
っ
と
駅
散

歩
」に
は
絶
好
の
駅

　

昭
和
２
年
に
上
保
谷
駅
と
し
て
開

業
し
、昭
和
４
年
の
東
伏
見
稲
荷
神

社
創
建
に
合
わ
せ
て
、駅
名
を
東
伏

見
駅
に
改
称
し
ま
し
た
。

　

北
口
か
ら
は
、保
谷
駅
に
通
じ
る

「
か
え
で
通
り
」が
延
び
て
い
ま
す
。

南
口
西
側
に
は
東
伏
見
稲
荷
神
社
へ

と
向
か
う
一
の
鳥
居
が
あ
り
、そ
の

先
に
二
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。以
前

は
桜
の
木
が
豊
か
に
あ
り
ま
し
た

が
、な
く
な
っ
た
今
で
も
参
道
の
面

影
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　

駅
の
東
に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

や
早
稲
田
大
学
の
東
伏
見
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
る
文
教
地
区
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。石
神
井
川
に
向
か
っ
て
下
っ

て
い
く
と
馬
術
部
の
馬
場
な
ど
も
あ

り
、散
歩
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。川
の
中
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
、湧
水
が
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
見
ら
れ
、時
々
練
馬
区
に
あ
る

武
蔵
関
公
園
に
住
む
カ
ワ
セ
ミ
が
下

を
飛
ぶ
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
下
野
谷
遺
跡
公
園

　

駅
北
口
に
１
基
、南
口
に
３
基
、下

野
谷
遺
跡
の
マ
ス
コ
ッ
ト
、し
た
の

や
ム
ラ
の「
し
ー
た
」と「
の
ー
や
」と

そ
の
家
族
の
か
わ
い
ら
し
い
ブ
ロ
ン

ズ
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。駅
南
口
に

あ
る
家
族
像
に
は
ス
ピ
ー
カ
ー
が
備

わ
っ
て
い
て
、下
野
谷
遺
跡
の
案
内

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す（
写
真
）。

こ
こ
か
ら
南
へ
石
神
井
川
を
渡
り
、

急
な
坂
を
上
が
る
と
下
野
谷
遺
跡
公

園
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

　

こ
こ
は
縄
文
時
代
中
期（
今
か
ら

約
５
千
年
前
か
ら
４
千
年
前
）の
環

状
集
落
で
、南
関
東
で
は
傑
出
し
た

規
模
と
内
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。平

成
27
年
３
月
に
一
部
が
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。出
土
し
て
い
る
土

器
か
ら
分
か
る
集
落
の
継
続
期
間
は

約
１
千
年
間
と
非
常
に
長
く
、ま
た

住
居
跡
や
土ど

坑こ
う

が
密
集
し
て
見
つ

か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、石
神

井
川
流
域
の
拠
点
と
な
る
集
落
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。出
土
さ

れ
た
多
く
の
土
器
な
ど
は
西
原
総
合

教
育
施
設
内
の
郷
土
資
料
室
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
公
園
の
崖
か
ら
は
石
神
井
川

が
見
下
ろ
さ
れ
、低
地
に
は
早
稲
田

大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
広
が
り
、そ

の
向
こ
う
に
は
駅
付
近
の
ビ
ル
が
並

ん
で
い
ま
す
。昔
の「
し
た
の
や
ム

ラ
」を
想
像
さ
せ
る
地
形
で
す
。

▼
詩
人
茨い

ば
ら

木ぎ

の
り
子
の
家

　

下
野
谷
遺
跡
公
園
の
西
側
は
低
地

に
な
り
、東
伏
見
小
学
校
へ
と
続
き

ま
す
。そ
の
坂
を
下
り
る
途
中
、ミ
カ

ン
の
木
の
あ
る
お
し
ゃ
れ
な
家
が
現

れ
ま
す（
写
真
）。こ
こ
は
代
表
作『
自

分
の
感
受
性
く
ら
い
』『
倚よ

り
か
か

ら
ず
』な
ど
で
有
名
な
詩
人
茨
木
の

り
子
の
家
で
す
。昭
和
３３
年
に
建
て

ら
れ
た
こ
の
家
に
は
生
活
を
大
切
に

し
た
彼
女
の

ア
イ
デ
ア
が

随
所
に
取
り

入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
医

師
の
夫
、三

浦
安
信
と
住

み
、夫
亡
き

後
79
歳
で
亡

く
な
る
ま
で

48
年
間
暮
ら

し
ま
し
た
。

　

彼
女
は
昭
和
28
年
、川
崎
洋
と
同

人
詩
誌『
櫂か

い

』を
創
刊
し
ま
す
。日
本

を
代
表
す
る
詩
人
の
活
動
の
場
と

な
っ
た
同
誌
に
は
そ
の
後
、谷
川
俊

太
郎
や
大
岡
信
ら
も
加
わ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、旧
保
谷
市
の
平
和
都
市
宣

言
の
起
草
者
で
も
あ
り
、下
野
谷
遺

跡
に
触
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を「
ほ
う
や

の
教
育
」に
寄
稿
す
る
な
ど
地
域
と

の
つ
な
が
り
も
あ
る
文
化
人
で
し

た
。

市内
ち
ょ
こ
っ
と
駅
さ
ん
ぽ
④
〜
東
伏
見
駅
編
〜

　
市
内
５
駅
を
順
に
た
ど
り
、
駅
周
辺
の
特
徴
や
昔
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
ち
ょ

こ
っ
と
地
域
に
気
を
留
め
て
、
日
常
の
風
景
に
新
た
な
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

わ
が
街
を
も
っ
と
知
り
た
く
て

西東京市公民館だより 2023. 2. 1⑶

声の「公民館だより」をお届けしています。知り合いで希望される方がいらっしゃいましたら、谷戸図書館（電話042-421-4545）へお問い合わせください。

　好きな色、好きな花を使って、くら
しを彩る「ハーバリウム」づくりを一
緒に楽しみましょう! 
時  ２月21日（火）　10時～ 12時
場  谷戸公民館
対  市内在住・在勤・在学者
定 12人（申込多数の場合は抽選）
講   南

な

雲
ぐ も

みさ（日本ハーバリウム協会
認定講師）

￥ 800円（材料費）
※ 高さ10 ～ 12cm程度のボトル１

本作成
持  持ち帰り用袋
申   ２月９日（木）17時までに電話か

メールで谷戸公民館へ

　「ピサンキ」に寄せる思いと技術を
楽しく学びましょう♪
時  2月10日・17日・24日　金曜日

14時～ 16時半　全３回
場  田無公民館
対  市内在住・在勤・在学者
定 12人（申込順）
※ 西東京市公民館主催の手芸の講座

に参加されたことのない方優先
講   飯野夏実（ピサンキ作家、陶芸家）
持  材料費300円・筆記用具・飲み物
申   2月2日（木）10時から電話かメー

ルで田無公民館へ

　「かつて毎年３月になると、大泉生
まれの瞽女が下保谷に弟子を連れて
来ていた」という記述が保谷市史編
さん委員会編集・出版の「下保谷の
民俗」に記載されています。旧髙橋家
の母屋で瞽女唄を聴き、下保谷の歴
史を追体験しましょう。
時   ３月２日（木）
　 ①11時～ 12時②14時～ 15時
場   下保谷四丁目特別緑地保全地区

（旧髙橋家の母屋）
対  市内在住・在勤・在学の16歳以上

の方
定 各回25人（申込順）
講   小関敦子
申   2月6日（月）10時から電話か市HP

（申込フォーム）で保谷駅前公民館
へ

地域講座保谷駅前

瞽
ご

女
ぜ

唄
う た

が聞こえる

くらしを彩る講習会 趣味の講座

ハーバリウムで
生活に彩りをプラス

第 1 弾
ウクライナのエッグアート
「ピサンキ」を作ろう

谷戸 田無

（２００８年/アメリカ/1時間４９分）
監督：フィリダ・ロイド
出演：�メリル・ストリープ
　　　アマンダ・セイフライド　ほか
　ギリシャの小島を舞台に、結
婚式を目前に控えた娘と母親を
めぐる２４時間の一騒動を、歌と
踊りで陽気につづった大ヒット
ミュージカル。
時  ２月８日（水）14時～
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 49人（申込順）
申  ２月２日（木）９時から電話で

柳沢公民館へ
※ 座席と入場時間を指定しま

す。原則としてご本人のみの
受付となります。

柳沢

ムービールーム柳沢
「マンマ・ミーア!」

•  自宅での事前検温、マスクの着用、入館
  時の手指消毒にご協力をお願いします。
• 当日、平熱を超える発熱や体調不良があ
  る場合は、来館をご遠慮ください。

来館時・講座参加時のお願い

ハーバリウム（講師作品） エッグアート「ピサンキ」
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茨木のり子邸（地図参照②）

　

没
後
10
年
の
平
成
28
年
、「
生
活

と
創
作
の
場
で
あ
っ
た
こ
の
家
を
地

域
の
文
化
財
と
し
て
残
し
た
い
」と

新
た
に
市
民
団
体
が
発
足
し
、柳
沢

公
民
館
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま

す
。講
演
会
、パ
ネ
ル
展
、朗
読
、合

唱
、会
報
発
行
等
を
通
じ
て
彼
女
の

作
品
と
生
き
方
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
て
い
ま
す
。趣
旨
に
賛
同
す
る
仲

間
は
増
え
続
け
現
在
２
０
０
人
を
超

え
て
い
ま
す
。

南口にある「しーた」と「のーや」とその家族
のブロンズ像と東伏見稲荷神社の一の鳥居

（地図参照①）


